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第１回 
西洋美術における抜歯

第 100 回鶴見大学図書館貴重書ミニ展示



鶴見大学短期大学部歯科衛生科主催

歯科と美術
第 1 回～西洋美術における抜歯～開催に寄せて

会場

鶴見大学・鶴見大学短期大学部 お問合せ先
〒230-8501　神奈川県横浜市鶴見区鶴見 2-1-3 
[TEL]045 - 580 - 8274 
[E-mail] tosho@tsurumi-u.ac.jp

京浜東北線鶴見駅徒歩 10 分
京浜急行線京急鶴見駅徒歩 15 分

会期

　歯科医療は人類の歴史と共に進化してきました。そしてその姿は多くの美術作品の
中にも描かれています。中でも「抜歯」という行為は、単なる治療行為としてだけで
はなく、時に痛みや滑稽さ、さらには社会風刺の象徴として表現され、美術史の中で
独特の存在感を放っています。
　鶴見大学・鶴見大学短期大学部では、長年にわたり多様な貴重書を収集・保存し、
教育活動に加えて、文化の継承にも力を入れてまいりました。本展は、そうした学術
資産を活用し、短期大学部歯科衛生科が主催する新たな取り組みとして開催されるも
のです。
　第 1 回目となる今回は、西洋美術における「抜歯」をテーマに、17〜19 世紀のヨ
ーロッパの絵画や版画を中心とした作品を通して、当時の人々が “ 歯 ” や “ 治療 ” を
どのように受け止めていたのかを探ります。患者と術者の表情、背景に込められた時
代の空気を読み解くことで、医学や歯科治療の進歩だけでなく、人間社会における
「痛み」や「癒し」の文化的意味にも目を向けていただければ幸いです。
　歯科と美術という学際的な視点から、少しだけ遠くの世界をのぞいてみませんか。
　どうぞ気軽に足をお運びください。

第 100 回鶴見大学図書館貴重書ミニ展示

アクセスマップはこちらからご覧ください。


